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最近の水力発電所用起重機

横 沢 源 郎* 井 上 忠 雄**

The Recent Cranes for Hydraulic Plant Service

By Genr6Yokozawa and TadaoInouye

KameariWorks,Hitachi,Ltd.

Abstract

The cranes used most commonly for hydraulic plant service are overhead

travelling craneS and bridge cranes･Keeping pacewith the size of generating

equipmentwhichis growing particularly oflate,these craneSarebeing builtmore

and more forlarger capacities;Hitachi's400-tOnOVerheadtravelling crane recently

Supplied to the Maruyama Power Station may be cited as an example.

In power house construCtion,the first requisition of the timeis economy on

materials･To keep up with this trend,pOWer plant buildingis compelled to be

builtin the smallest possible scale.It follows that cranes to beinstalledin such

buildingsneedto beof greater elevating and shifting capacity tban before,andit

gives preference to high pedestaltype cranes.

AIso,neW COntrivances have beengiven birthtoimprovethecraneperformance.

Tomentionafew,SpeCialsuspensiondevice for hooking the turbine and generator

hasbeentakeninpractiealuse andthe use of the secondary auxiliarywinderhas

Widened the coverlng area Of the crane.

The constructionalcost savll-g POlicy as referred above nowprompts the plan-

ning of the unroofed type generator house,and for theinstalling of this type of

generator,bridge cranes are being brought to the fore.When the corlStruCtion of

this type of generatoris boIsteredupbygeneralrecognition,itshouldgiveriseto

alarge demand on the bridge crane.

For the speed controlling of cranes,SuCh a system that combines mechanical

brakewithC･Fcontrollingmethodismostinuseforthetimebeing,butinthelight

Ofexce11entfeaturesoftheC,Fcontrollingmethod,itisexpectedthatthecontrolling

SyStem depends so】ely upon this C.F methodin future.

〔Ⅰ〕緒 盲

水力発電所に於ける機器の据付や､分解修理に使用さ

れる起重機の主なるものは天井起重機と橋形起重機であ

る｡

天井起重機ほ従来から使用されていて最も普通のもの

であるが､最近の水力発電所の主機が漸次大容量となり

大形化するにともなって､天井起蚕機も次第に大形のも
*榊=

日立製作所亀有工場

のが製作されるに到り､最近では巻上荷重400tにも及

ぶ大形天井起重機が製作された｡今後電源開発計画が具

体化されるにつれて更に大形のものが製作されることが

予測される｡

天井起重機に関しては､戦前から標準規格(llが制定さ

れていた｡屋内形発電所用天井起重機た就いてほ巻上荷

置15tから200tまでのものが規定されていて､巻上荷

重120t以下のものに就いては一部特殊のものをのぞい

ては殆ど親絡通りに製作されているのが現状であるが､
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近時発電所達家の建設費を節約するため､水車ランナ､

発電機ロータの吊り方､クラブ､ガーダの構造等こ特別

の考蔭が払われるようになり､特に150t以上のものゝ

場合は､発 所の規模が大きい関係上､この考慮の払わ

れたものが多い｡

橋形起重機ほ､最近特に発

三∃三

口円 されて

所建設費の節約が強く要

たため､屋外式或いは半屋外式発電所の建設

が計画されて来たのiこともない､従来の屋内形発電所用

天井起重機に代って採用されるようになって采た｡又′ミ

ーレル形発電所に於て､発電機ロータを取外すことなく､

容易に水草部分の分解修理が出来るようにするため､バ

ーレル内に小形の橋形起重機を設置するものが出現する

に及び､橋形起重機は水力発電所用起重機として大きく

着目されるようiこなった｡

以下天井起重機と橋形起重機とに項を別けて､その概

要を説明する｡.

〔ⅠⅠ〕天 井 起 重 機

(り 巻上荷重の選定

我国の大容量の水専発電機は殆ど竪形水草発電機にか

ぎられている現状であるので､こ.ゝでは竪形水草発電櫻

の場合に就いて述べることにする｡

竪形水軍発電機に於て据付けの振見に際し､発電機ロ

ータを始動させる方法は､水車ランナと発電機ロータと

を直結させたものゝ真上を普通形フックで､発電機の推

力軸受を僅かに浮かす程度に吊上げて､フックの推力玉

軸受に預って人力で回転させる方法(俗に｢けとばし｣

という)が従来の常道であったが､最近新らしく発電機

ロータの下に教組のコロ付油圧ジャッキを配置して､発

機ロータを僅かに浮かせて､ギヤードモータによると

か或いほロ←-タに直流軌麓を与えてやるとかの動力によ

って発電機ロータを回転させてやる方珪*が大形発電機

の場合に考案された｡この結果従来の｢けとばし｣方式

でほ起重機の巻上荷重即ち最大吊上荷重の大いさは｢7k

華ランナ+発電機､ロ←タ｣の重量で左石されたのである

が､新しいコロ付油圧ジャッキ方法によれば｢発電楼ロ

ーダ｣の重量で選達することが出来るようになり､同一

容量の水軍発電機に対して天井起重機の容量は絡熱こ小

さいものでよいことiこなった｡一例を第2表〔119頁参

照)の片門発電所の場合にとると､本発電所の発 機ロー

タの重量は約200tであり､7に草ラソナは約100tであ

る｡これを従来式の振見の方式を採用するとすれば天井

起重機の巻上荷重は｢水車ランナ｣100t+｢発 機ロー

タ｣200t=300tとなるが､新しいコロ付油圧ジャッキ方式

註
*

新案申請中
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の採用により､発電機ロータの重量200tだけ吊上げれ

ばよいことになり､天井起重機の容量は200tとなった｡

〔2)構造上の変形

最近の発 所建設に当り､達家建設費の切詰め方策が

強く要望されていることは既に述べたが､このため達家

の敷地面積と天井高さを極力切詰めるためのいろいろの･

方法が天井起重機iこ就いて考案された｡

〔a)吊 上 方 法

第1図ほ普通形のフックであるが､第2図〔b〕はトテ

ニオンに直接発電機ロータの軸を取付けて吊上げるよう

にした軸突抜形フック**を示したものである｡このフヅ

クは普通形フックに比べてフックの床面からの最高位置

を低くすることが出来る｡したがって起重機はそれだけ

低い位置に設置され､達家の天井を低くすることが出来

る利点がある｡こ

の形式のフックを

普通1多フックとし

て使用する場合は

第2図(a)に示す

ようミ･こトラニオン

に普通フックを乗

付けて使間する.｡

その交換取付けほ

極めて簡単に行う

ことができる｡

この軸突抜形フ

ックに於ては､通

常第2図に示され

ているようにロー

∂)フックゐ場合
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第1図

Fig.1

普 通 形 フ ッ ク

Ordinary Type Hook

∂)ロ⊥タ 吊･の燭台

第2図

Fig.2.

軸 突 抜 形 フ ッ ク

SpecialHook of which Rotor Shaft

Penetrates the Sheave Axle
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第4図

Fig.4.

軸 継 足 突 抜 形 フ ッ ク

SpeciaIHook of which Suitable

FittingsCoupleswith the Runner

Shaft and Penetrates the Sheave

Axle

発 電 所 用 起 重 機
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Fig.5.SpecialHo)low Hook

の内方向に巻取るようにすることにより､軌問を余り広

げなくてすむ場合がある)したがってガーダ幅が大きく

なり､ひいては建家の長さを長くする欠点がある｡また

大形の水草発電機の場合にほフックの形が大きくなり､

重量も文相当に重くなる欠点があるので余り大形のもの･

に‡粟用するには無理が伴う｡この形の大形のものではフ

ック本体を鋼板､塾銅で箱形に製作する事が多い､第4■
図はその一例を示したものである｡

第3図(b)は事由継足形フックを示したものである｡こ

れほ水草ナンナを吊る場合に使用されるもので､普通形

フックのフックのかわりに図示のような特殊吊金具をも

っていて､これと水 軸のフランヂとをボルト締めし

て､水草ランナを吊上げるものである｡普通水車ランナ

軸の中には樗作ロッドが挿入されていて､その舐部がフ

ランヂ上面より出ているので､このロッド頭部をさける

ために吊金具は中空に製作される｡この式のフックほ上

りの点では前述の軸突抜形に劣るが､クラブの軌間ほ普

ブシーブがフックをはさんでトラニオンの両側に配置さ

れる構造となるので､巻上ドラムが長くなり､クラブの

軌問が広くなる､(大形のものでシーブ間隔が大きくなる

ものでは､揚程が特lこ長くない場創･ま､ロープをドラム

通形フックの場合と等しく､この点では和実技形をこ

ている｡第3図(a)はランナ吊金其を署通形フックと交

換して普通形フックとして使用する場合を元Lたもので

ある｡.
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第4図(前頁参照)は軸突抜形と軸継足形との同形の合

の子的特殊形フックで､フックの上りを軸継足形より低

くすることが出来る｡この例は大形フックの場合で､既

に述べたようにフック木体は鋼板と型鍋とで強固な精形

に製作されている｡

甫5図(前貢参照)は中室形フック*である｡図はラン

ナ吊りの例を示したもので､フっクを中壷形として､ラ

ンナ軸上端商から出張る操作ロッドの入る逃げを作り､

ランナの上りをよくするよう工夫Lたものである｡

第`図ほ2フックにより吊上げる場合の普通形平衡ビ

←ムである｡第7図ほ軸突抜形平衡ピ㌧-ムであり､第8

国ほ朝鮮足形平衡ビームであるが､これ等平衡ビームに

よる吊上方式は最近の蔑見方式の進歩によりあまり探開

されなくなって来た｡

｢b)ク ラ ブの型式

クラブ型式は大別して

里クラブ刊
単フック式(JIS形う

複フック式

復クラブ型

となる｡

単クラブ型単フック式はJIS低速型として標準境格に

胡竃されているもので最も普通の型であり､大体巻上荷

琶120t迄のものにほこの型のクラブが多く採用されて

いる｡軽荷貢を高速で巻上げ下げするた捌こ普通閣巻付

となっている｡

単クラブ刊喝フック式ほ前述した堰見の新方式の考案

されると同時に考えられたもので､それぞれ単独操作帯

びに同時操作の出来る同じ大きさの2つのフックを一ク

ラブに設けたもので､主に大形の水軍発電機の据付の甥

含に用-′､られるものである⊂ 笥9図はこの型式のクラブ

をのせた北陸 力神通川第一党局所網220t天井起重機

である1このクラブに放てほ両フックが完全に同時操作

用来るよう､各フックの操作用電動機の事由端をフリクシ

ョソクラッチを介して機械的に連結してある｡
叉この 式のクラブでは普通補クラブを備えないで､

肇荷重を高速で巻上げ下げするために､一方又は両方の

フックの巻上装置に速斐変換装置を設けて3～4倍程度

の通巻が楷来るようにするっ この型式ほ単クラブ式に比

し構造の複雑になるうらみほあるが､反面フックの寄り

･のよくなる利点があるので､最近の大形起重機のクラブ

として盛んに採用される傾向にある｡

複クラブ型は一ガーダに単クラブを2台のせた形のも

のである｡単クラブ型複フック式に比しフックの寄りが

悪く(2)､機械重量も重くなる欠点があり､既設起重機を

改造して､より大荷重を吊るような場合の他は現在のと

義:*･新案申請中

別冊第 5 号

第6図

Fig.6.

】】

普 通 形 平 衡 ビ ー ム

Ordinary Type Equalizer Beam

∂)フックの場合

封ラン丁 吊の揚合

::ン:-ンニ l

串7図

Fig▲7.

事由突 抜 形 平 衡 ビ ー ム

Equalizer Beam which Rotor

ShafヒPenetrates at theTrunnion

∂~)フックの場合

β)ランナ 吊の堤合

岳 L

第8図

Fig.8.

軸 継 足 形 平 衡 ビ ー ム

EqualizerBeamwhichCanBeCoupled

With the Runner Shaft by Suitable

Fittjngs

ころあまり採用されていない｡いわばiヨ~彰に属するもの

である｡

(c)ガ ー ダ 形 式

ガーガ形式には第10図に示すように普通形〔両校形)､



最 近 の 水 力 発
亘巨･
し已` 所 用 起 二重 機

墓

∴

⊥Jイ/

l

b､⊥

て･⊥∵､1ヒ』
■`＼ ト_

~ 八

｡..華て滞∃瑞
注1 ∴⊥′ノ.1′十-

-ユ __
ll】こニー: 】 ■ /打郡町#ド篠蔓~~■ l

.｢｢廊;~-
;,.言【･

】_▼Jn一｢二二｣
｣■

t､享＼し
丁戸=l -･一戸=弓｢~~~~~

~葺
｢=コ
ヰ･

二_1.J

財

什戌 ㌔､ l.〆
ヨ＼

l

l

■･.毒庚/′
J

＼＼ゝ__｣ぎヱ監｣=⊇打.J∵

㌧隼
_とてニ/二=
-′=妄

､‡更チl

士｣瀾

ノ′′■F ＼㌔ 〆′!

≡雛抄一十キナ ~~腎 一室▼-トー､

箋
十

l
口

巨陸.∴･雄一-｣ 与 巌

;壱暫rニノ
L_L三ご

･
専
守

平台

㍉
壱
㍉

二二｣
~__三て≡==重

き.盲

壬ユ=ミ:j
.__=▲て

二~〉

三P=二二~ワ亡=`二=三

-∴L三→⊥
コ

l dl

巨--1r--J;.や≒宣亙

∵こ一｢㌣t雲彗ヨ
._

▲･.∴-q･.- ニー=三三=~巨岩~

､ ■_

一
--

第9区【

Fig.9.

(a)

l

l
l

≠

(b)

＼ /＼ /
【

l

と

｣

(C〕

=1干≠㌻チL■･L転料オフ.;■

j~ ~~~~ナこ▲止う;
†:｢√≠-.J:d. ~~1▼

ぎ字聖一二三‡豆萱
こ州{~▲``■~つ⊥⊥

- -
ト･

粁遥諌

l ニー｢｢丁~冒~~ ｢
｢ ~′~T

l

北撞電力納神通川第一蒐電所用天丼起重機220tx15.8m

220tx15.8m Electric Overhead Traveuing Crane

-〔-÷

/,
′/｢ヽ

T
■

曲 T'T

千て形､高柳形等がある｡従来は平行形､高脚形のガー

ガは普通形のものに比し起重機重量がふえるためにあま

り1′開]されなかったが､フック景高位置を基準とすれば

理家の走行軌条蘭､同柱高さを普通形のものより低くす

ることが出来る｡したがって達家建設資材の量をミ成らす

ことが出来るので現在では発電所用天井起重 にほ好ん

で円いられているり第1】図(次頁参照)は高脚形を採用し

た東北電力納頁瀬発電所閏110t天井起重機である｡

〔d)カ バ+｢- ■面積

最近の発電所用天子;二起重機に於ては､建家の敷地面積

第10図 ガト ダ の 形式

(a)普通形ガ←ダ

(b)

(c)

Fig.10.Type

〔a)

〔b)

(c)

高脚形ガーダ

平衡形ガ←ダ

of Girder

Ordinary Type Girder

High PedestalType Girder

ParallelChord Type Girder
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第11図 東北電力納豆瀬発電所用天井起重機

110tx13m

Fjg.11.110tx13m Electric Overhead

Travelling Crane

を極力切詰めるため､カバー面積の広い事が要求されるこ

こゝにカバ←面積というのほフヅクが起重櫻の横行､

走行iこよって作業しうる床面積の意味であるが､JIS形

の大形起重機の主巻フックのカバー面積ほ案外に狭く､

狭い達家計画では補機の配置に不日由することがある｡

このような場合にほ起重機ガ←ダ下面にⅠ形ガーダを取

付す､これに第二補巻と称する小形の電動ホイスト又ほ

ローブトロリを走行させてカバー面積を広くすることが

ある｡第`図でほ両側ガ←ダにそれぞれ5t電動ホイス

トを設けて､カバ⊥面積を拡げている｡

文壇家の両側の壁に壁起葺磯を設け､これを達家の長

手方向に走行させてカバ←面積せ広げる考案* もなされ

ているが上述のものに比L設備費の高い欠点があるので

あまり用いられていない｡

筒このほか全然別話の小形起重機を建設工事中だけ仮

設して補機等の据付けに使用する例も多い｡､

〔3)速 度 切 換

卓クラブ塑複フック式の場合には補巻装置を設けると

構造が益々複雑となり､保守点検に不便となるので襟巻

装置をやめて､両フックの巻上装置に､或は一方のフヅ

クの巻上装置に3～4倍程度の巻上速度の切替装置を設

け､これによって主巻フッ列こ禰巻的性能を与えて､禰

巻的役目を果させるのが普通であることは前に述べた

が､単クラブ塾単フック式の場合に於てもこの切抜装装

を設けて荷役の軍 を上げている例もある｡

この速度切換の方法にほ､大別してメカニカルの歯軍

切換装置によるもの､ 気筑の二重速度

るもの､或いほ2電動機を使用する差動壊

それぞれ特長をもっている｡

二~看速度 機による方法ほ

動礎を使用す

動機が特殊形で且つ大

註
*

新宅簑40]rO48号

別冊第■5 号

形となり､又制御方式が複雑となって電気品の値段の高

くなる等の欠点があるが､機械的構造の簡単である特長

がある｡

動機による差動歯車或は機械構造が複雑となり且

つ電動機台数のふえる欠点はあるが､第二電動機の速度

変換の段階を多くすることにより､

を増すことの出来る利点があり､発

屡々採用されている｡.

上速度の坑換段数

所用天井起重棋に

上記二方式に対し歯草切換式は構造が最も簡単でしか

も作用が確実である｡この方式でほ実際にこの種の速度

変換の頻度が極めて少いので､手動により切換歯革を操

作するのが普通であるが､電動油圧押上機等を使用する

ことにより逼転台より遠方操作を行うようにすることも

出来る｡この方式は構造簡単にして作用確実の点で､発

所用天井起重機の巻上速度切換方式として最も適した

ものであり､今後この方式は益々採用されるようになる

ことゝ思う｡

(4)速 度 制 御

発電所用天井起重機ほ大形の水草発電機を据付けるのら

に使用されるので巻下達度を円滑に制御出来ることが特

に必要である｡このため従来ほ磯械的のメカニカルブレ

ーキによって巻下達度を制御していたが､最近ではメカ

ニカルブレーキとサーボリフタブレ←キによる電気的制

御(3)とを併用する巻下達圧制御方式の採用が多くなって

きた｡

このサーボリフタブレ←キによる速度制御は巻上用電

動機の二次側にサーボリフタの操作電動機を接続して､

巻上用電動機の回転数に応じて自動的にブレ←キの制動

力を増減させて､安定した速度制御を行うものである｡第

12図ほこのサーボリフタブレーキの外観を示したもので

あり､第13図〔次頁参照)はその結線要領を示したもので

ある｡いま第13図iこ於て､切換スイッチを5側に接続す

ると低速度が得られ､P側に接続するとサーボリアタの

第12匡lサーボリフグブレーキ

Fig.12.Servolifter Brake



水 力 発 所 絹 起 重 機

葦13図 サーボワフタブレーキによる速度制御

の結線要領

Fig.13.Connection Djagram of the Speed

Controllingwith the Servolifter

Brake

MHoisting Motor

B Brake

T Tranformer

R Secondary Rheostat

C Servolifter

S Change-OVer Switch

･･押上力によりプレ㌧-キは完全に弛められて電動静ま全速

で回転することになる｡第14図ほこのサ←ポリフタブレ

ーキの特性曲線である｡本図に於て巻下げの場合は機械

した巻下荷重による回転力と､ 動機の回転

カ月グとの和の回転力(エ視で示されている)とプレー

キの制動力(S繰で示されている〕との平

衡点即ちエとSとの交点循で安定した回転

を続ける｡この制御方式によれば巻下達露

ほ定格巻下達直の約1/2～ソ3程度の安定し

た低速が得られる｡又この制御方式ほイン

チソグ性能もすぐれている｡

第15図は170t荷重を巻下げる場合に制

御器ノッチを①→㊥→④→㊥→①と変え

たときの電動機の回転速度の変化を示した

オシログラムである｡即ち電動機の同期速

度(600r.p.m.)の50～25%の速度制御

が出来ることを示している｡

第1`図は巻下荷重170tの場合のインチ

ソグ試験のオシログラムである｡即ち荷重

の1インチソグ当りの降下距離は平均0･16

mmであり､メカニカルブレーキの場合忙

比し極めて小さい｡

サーボリブタブレーキによる制御方式と

メカニカルブレーキとを併用した場合に放

てもサ←ポリプタブレーキ単独の場合と大

(
ま
)

〔
〔
題
回
.
只
→
監

〝 〃♂

滑 り(%)

第14囲 碁上電動機及びサーボリフグブレーキの

特性曲線

Fig.14.Characteristics of theHojstingMotor

and Servolifter Brake

T:TorqueInduced by the Servolifter

S:Braking Force

M:Motor Torque

L:Torquein the Lowering Direction

第15図 オ シ/

(荷重170t巻下げ､

グ

Fig.15.Oscillogram for the

IndicathgTermina】

Motor,Stroke of

動機75kW)
170t Load Lowering,

VoltageofServolifter

Sevolifter,r.p.m.Of

Hoisting Motor,Time and Current of

l‡oisting Motor Primary Circuit;Notches

Were Varied(∋→(∋,>(釘→(む→(∋
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/

…妻≦…蔓
…トー
【

体類似の性能が得られる(第1表参照)｡今後ほこの制御

方式単独のものが採用されて従来のメカニカルブレ｢キ

は廃止されるに至るであろう｡第1表はサ←ポリプタブ

レ←キ､メカニカルブレーキ及びサーボリブタブレーキ

とメカニカルプレ←キを併用したそれぞれの場合の速度

制御性能を比較したものである｡′

(5)実 例

戦後の大形天井起重機の実例を第2夢に示す｡

これはさきに述もべた吊上方式､クラブ型式､ガ←ダ

形式等の観点からまとめたものである｡

第17図は 力約丸山発電所用として日立製作所で

製作した400t天井起重機で戦後の記録である｡
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第17図

Fig.17.

天 井 起

第16囲 オシログラム(インチングの場

合)

Fjg.16.Oscillogram ofInching

the Lowering under170t

Load,Indicating Terminal

Voltage of Servolifter

Motor,StrokeofServolifter,

r.p.m.of Hoisting Motor,

TravellingDistanceofLoad,

Time and Current ofHoist-

Motor Primary Cjrcuit

第1表 速 度 制 御 性 能 一 覧

(荷重170t,電動椀751【W)

表

Tablel.ListofSpeedControllingCharacters

サーーポリフ

タ制御の

場 合

クンチン重イ
荷
厘

の
り
離

制
能
速

度

閲.ル

通性

同対

(

メカニカル

プレ･-キの

0.10mm

50～25%

サ･-ポリ プ

タブレ←･キ

とメカニカ

ルプレ←･キ

併用の場合

0.5mm

95～70%

0.3mm

50～30%

100t:横 才子110m/min 40kⅥ

l 】 llll】】】】IlllllⅥ

l l ll ll

.‖ 】■;.､ 】】

nni⊥1O･8m/min50kW■F;ナ l巻 上 5m/mi】
m/m】

Il l ＼ lbrn/nl

機 400tx17.5m

400tx17.5m Electric Overhead Travelling Crane



第 2 麦

Table2.

速度(m/min)

横河

走行F

主フ

ック

寄り
上p

Il11Tl

電動機(kW)

速度(m/min)

電動機(kW)

速度(m/min)

電動機(kW)

行軌 条(kg)

軌上空間(A)

側方空間(B)

納 入

製作
年 鑑

発 電 所 用 天 井 起 重 機 一 覧 表

I･ist of Electric Overhead Travelling Crane forPowerStations

400(200tx2)

速巻50tx2

50kWx2

5,600

2,300

2,300

11,600

10,800

1,500+

1,800+1,500

ランナ吊 り方

鵬
単クラブ型･復

フック式2速度
ギヤ切換式サ←
ポリ フタブレ←･

主幹用

ト ラ ッ ク 形

下側に
7.5tクレン2台

1953

220(110tx2)

速巻40tx2

30kWx2

5,600

1,500

1,500

8,800

6,500

1,500

】 巨1

匡仁一走行軌条
に17.5tクレ

ン上側に
3t

ホイストクレ

ニ/

力神奈
川酢→P.S.

1953

日 二立

4,450

3,000

3,000

1,850

8,300

6,000

1,500

形フック

単クラブ型

4,900

2,500

2,800

1,000

7,600

6,0■00

1,500

単クラブ型

単フック封単フック式

5t T･･-プト

ロリ←×1

束･弛電力
本名P.S.

1952 1953

し

日 立 日 立

2,800

2,330

2,400

1,300

7,200

5,340

1,340

4,500

1,800

2,200

6,400

4,800

単クラブ型.単クラブ型

単フック式】単フック式

な し

中匝電力
明象P.S.

1953

日 立

足形

な し

東北電力
夏瀬P.S.

1952

日 立

3,360

2,150

2,000

5,870

4,400

1,200

単クラブ型

北海道電力
班浜P.S.

1952

日 立



日 立 評 論 水 力 発 機 器 特 集 号 別冊第 5 号

〔ⅠⅠⅠ〕橋形 起 重 機

最近急速に膨脹した電力需要に依り 源開発は最少の

受用で最短期間に完成する必要に迫られ､我国に於ても

漸く屋外式､半屋外式の発電所が種々論叢検討されるよ

うになって来た｡

屋外式､半屋外式の利点ほ第柑図～第20図に示す通り

発 所建屋を極力低くして達屋建設費を節約し工期を短

縮することで､屋外式にあっては発電機室連星は全然省

略して発電機覆のみとなり､半屋外式では発電機を覆う

雀度の屋根だけでよいことになる｡更に発電所機器の配

置を適当に選定することに依って従来の壷内式発電所に

比較すればまとまり良い小形の建屋で済む｡

屋外､半屋外式発 所は発電所機器蚕扱に橋形起重機

を使用し分解､修理は屋外又ほ屋根に設けたハッチより

取り出して別に設置してある修理場に運搬して行うた

め､雨雪の多い我国では不便を伴い且つ橋形起重機は天

井起重機よりも高価となり､保守が難しいという理由か

ら兎角敬遠されていた｡

併しながら先に提出された0.C.Ⅰ.勧告に基いて目下
計画並びに建設中の発電所に就いて検討された結果に依

ると我国では建築費単価と土木工象単

価に余り差異がなく､起重機製作費の

占める割合が大きい等のため著しい工

真の節約は得られないようであるが､

建設期間は建屋の省略に伴い相当短縮

することが出来､それだけ早く発電を

踊始して 力を稼ぐという利点があ

る｡従って建設費はそれ程節約出来な

いが工期を短縮するため屋外式に計画

変更した発電所もある｡

一方使用される橋形起重機に就いて

も天井起重機と同様巻上速度制御､切

換は勿論のこと､屋外の発電所作業に

一遍するよう改良が加えられ保守は極め
て容易であり運転室ほ密閉形となって

いるから降雨時でも何等支障なく操作

し得る｡

橋形 重機鉄骨部分としてはトラス

形式のものと第21図に示す如きプレ←

トガーダ･ラ←メソ形式のものとある

が､後者の方が発電所全体の規模と外

観が良く合致するため最近好んで採用

される傾向にある｡特に主桁ほ発電所

のように比較的径問が短く､取扱容量

の大きい処ではプレートガトダの方が

∩

+

十+ l
l

〃岬.ろ○ヽ.仰

ドニl

第18図 屋 内 式 発 電 所

Fig.18.Indoor Type Power Station
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第19図 半 屋 外 式 発 電 所

Fig.19. Semi-Outdoor Type Power Station



最 近 の 水 力 発 電 所 用 起 重 機

有利な場合が多い｡

反面橋形起重機を使用するときほ降雨時

の分解､修理､風圧をこよる起重春 の自走に

対して掛こ考慮を払う必要がある〔ノ即ち屋

外式ほ分解､修理に際し部品はハッチより

出入するため不便が多く､降 時にハッチ

より雨が入らぬよう傘形の防7kテントを張

るか､起重機全体に覆を設けなければなら

ない(実用新案397008)｡かくすれば分解､

修理の不便ほ最小限度に留め得るが屋内式

に比較すれば多少の不自由はやむを得な

い｡又水力発 所は通常･山間に設けられる

から旋風等に依って自走することのないよ

う横行､走行装置共張力な制動機を附ける

と同時に十分な容量を有する 動又は手動

のクランプを設置しなければならない｡

発 所に於ては使用頻度が低く､走行の

インチソグを多く行うため集電装置として

はトロリ線を用いるよりキャブタイヤケー

第20図 屋 外 式 発 電 所

F-g･20.OutdoorTypePowerStation
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第21図 水 力 発 電 所 用 80/20t 形 起 重 機

Fig.21. Bridge Crane for Hydraulic Power Station
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日 電 機 器 巧守集 号 別冊第5号

第22図

Fig.22.

眉幸 起重機付橋形起重楔

Bridge Cranewith Auxiliary

WallCrane

ブルiこ依る方が保守の点から有利と思われるがキャブタ

イヤーケーブルを住関するときほケーブル巻取装置を必

要とする｡

その他吸出管ゲート据付､巻上円として第21図(前真

参照)に示す如く小容量のクラブをカンチレバ上に具備

したものや､第22国のように脚に壁鞠起貢樺を装置した

もの､或ほ桁下面にⅠ形鋼を取付けホイス†を横行せし

めて小物を取扱う構造のものもある｡

以上 形起重機に就いてその概要を説明したが､我国

でほ屋外式､半屋外式発電所を採用して未だ日浅く実績

は少いが今後大いに発露するものと思われる｡最後に参

考資料として各種巻上荷重に対する仕様の一例を第3表

に示す｢.

｢ⅠⅤ]水車ランナ取出用起重機

未 は第23図に示す如くバ←レル内に設置し､発 機

回転子を取除くことなしに水零各部を分解､修理するの

に俵田する複胴ダブルフック式の橋形起電機で､走行す

る橋形部分､巻上装置､寒行装置より蛇り､巾間軸及び

ランナ軸巻上用として割形のフックビームを備えてい

る〔

巻上装置は 形鉄骨上に設け カニカ

′レブレーキを使用して据付時のインチソグを円滑に行わ

しめ､更に各巻胴は差動歯革装置を印いて単独に操作す

ることも､両側同時に巻上､ 下げを行い得るようにL

てあるため分解､修理は極めて容易である｡

差動粛軍の切換えは運転台で行い､切換時巷間が荷重

ンこ依って逆転するのを防止するよう切換レバ←間iこは互

餞装置が設けてある｡

中間軸及び水平軸を巻上げる際フックビームの上りを

良くするため､フックビームは両シ←ブロックに載せる

構造とし､各シ←ブブロックにはフックを取付け､軸以

外のものを取托う時に便なるようにしてある｡

第 3 表 仕 様

Table3.Speci丘cations

走行車輪数

走 行 軌 条
仲2/m)

8 8 8 8 16 16 16

37 50 50 50 50 50 74
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第23囲

Fjg.23.

発 所 断 面 図

Cross Section of Power Station

特に橋形部分は発 横車再こ中間軋を取付けたまゝ起重~

機が第2咽の位置迄走行出来るよう一例は開放型となつ♪

ており､発電接が2台あるときは両バ←レルの中間で建

屋上部天井走行起重

の水車に使用する｡

衆

で吊り上げ180〇回転して反対側

方式はキャブタイヤケ←ブル式とし､走行距離が



最 近 の 水 力 発 電 所 用 起 重 機
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第24図

Fig.24.

水 車 ラ ン ナ

Gauntry Crane for

短いためケ←ブル巻取装置は設けない｡

次にその仕様の一例を記載する｡

仕 様

用

巻 上 荷

試 験 荷

巻

走

径

揚

途……….発電所水草分解点検用

夏……………………‥10t

重…….‖……..‥..‥.‥12t

上‥‥‥..‥‥,.1m/min 5kW

行‥‥‥....‥..15m/min 5kW

聞‥‥.‥
‥.3,550mm

程‖…………‖….2,250mm

源.

〔Ⅴ〕結 言

220V 60`b

以上最近の水力発電所用天井起重機の傾向と実例の概

要並びに水力発電所用

述べたが､水力発

形起重機の構造の概略に就いて

所用起重機ほ水坪発 機､建家､土

木工事等を含めた発電所建設計圃の全般から考えて最も

合理的に計画すべきである｡

天井起電機に就いては､その構造は水草発電機の構造､

､′一/十＼＼｢一~~1｢_発電種馬

し謝蘇宕ご芸l l / l≡定
】

l

l

十←

′1
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たニ :_こここミ`こ､､-㌧

折[≡
■ナ㌣‡/

l

:≡茸てね､

+++++十

l十
L †∴

/｣1/＼r｣■L /｣1
.L r｣＼

＼ ソ ∵ ノ

ノ写∫♂ ･ /♂♂♂

取 出 用 超 重 礫

Erection of Water Turbine

据付の際の振見の方法及び建家の 設方針等により親柘･

形に対して多少の修正を考えた方が有利な場合が多い

が､その

う｡即ち

水形ほあくまでJISによるべきであると恩

A･巻上荷重120t以下のものでほJISそのまゝで間

に合う場合が多い｡.

B･150tから200t迄のものはJIS形起重機のカバ

ー面積を補うた捌こ､5t級の第二柿巻を備えれ

ば狭い達家の場合でも低利である｡

橋形起貢機は最近の屋外式発電所の建設計画により､

新たに水力発電所用起重機として着目せられるようにな

ったもので､水力発電所用起重機としては未だ日が浅く

その発展は､今後に期待されている｡
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日本工 規格JIS B8801天井起重機

(2)Engineering,March16,1951,P314

(3)森泉:日立評論 2`′ 7〔昭18)



野

(第112頁より続く)

吉事 戸】 章程･
喋くざ:;■p■

-::詭デ

最近萱放された日立製作所の特許及び実用新案 (その2)

区 別:登 番号㌻ 名 称 工場別

実用新案 406879

406880

406881

406884

406888

406889

406890

406891

406893

406896

406897

406895

406831

406877

406883

406829

406830

406832

406833

406867

406870

406871

406872

氏 名 ;萱去蓑年月日

単 極 整 流 器 水 冷 装 置

回動型 マク レ オ ド 真 空 計

回勃塾 マク レ オ ド ゲ ー ジ

カ ← ボ ン ボ イ ル 抵 抗 器

電磁接辞器の補助開閉器操作装置

気 遮 断 器

招 弧 角 付 可 動 接 触 子

防 爆 筐 体

電 磁 開 閉 器 鎖 錠 装 置

竪 軸 可 動 真 水 車

流 量 計 測 装 置

懸垂式鉄道専禰の脱棟並びに揺動防止装置

輪 転 印 刷 機 駆 動 装 置

印 刷 機

印 刷 イ

胴 掛

ン キ

外 し 装 置

置

心 分 離 機 保 安 装 置

心 分 離 機

心

切 替 ス

熱 動 継

日立コニ場

日立工場

日立工場

日立工場

日立工場

日立二工場

日立工場

日立工場

日立工場

日立工場

日立工場

笠戸工場

川崎工場

川崎工場

中川

多賀工場

多賀工場

多賀工場

多賀工場

多賀工場

多賀工場

多賀工場

多賀工場
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